
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

２０２０年代の日本企業に 

必要とされる人材とは？ 

 東京オリンピックが終わった２０２０年以

降の日本および世界がどう変わるのか。これ

から５年間は２０２０年代に向けての準備期

間であり、以後、日本および世界は質的に変

化すると私は確信しています。 

 その質的な変化をもたらす重要な要素の 1

つがＡＩ（人工知能）です。ネット検索大手

グーグルの傘下企業が開発した「アルファ碁」

が欧州チャンピオンのプロ囲碁棋士に５戦全

勝したという小さな記事を読んだとき、ＡＩ

の進歩の速さに驚きました。囲碁はチェスや

将棋と比べて桁違いに手の組み合わせが多い

ため、コンピュータがプロ棋士に勝つにして

も少なくとも１０年は先になるだろうと見ら

れていました。ところが、「アルファ碁」は、

ディープラーニング（深層学習）というＡＩ

の革新的な手法を採用したことでプロ棋士に

勝てるようになったのです。ただし今回の欧

州チャンピオンの実力は世界トップクラスで

はありません。そこで「アルファ碁」は、３

月９日～１５日に、世界最強棋士の１人とい

われる韓国のイ・セドル氏と賞金１００万ド

ルを懸けてソウルで５回戦を行い、ＡＩ（人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

工知能）が４勝１敗で圧勝しました。 

この戦いでＡＩ（人工知能）の真価がはっ

きりしました。ＡＩは確実に進歩しており、

目先の利くグーグルはそこに先行投資をして

いるわけです。とするなら、２０２０年代に

はそんなに難しい言葉は使わない旅行や仕事

であれば通訳や翻訳のＡＩを搭載したスマホ

で外国人と会話もできるようになるでしょう。 

 人間をサポートするＡＩは通訳、翻訳だけ

でなく医療診断や工場生産などあらゆる領域

に導入されていきますから、ＡＩが前提とな

った社会での社会保障制度や労働法制の整備

が政治の大きな使命になると思います。 

  

●言論の自由がイノベーションを生む 

 グーグルの傘下企業が囲碁のソフトをつく

ったように、アメリカでは自由な発想に基づ

く取り組みがどんどん行われています。それ

がイノベーションにつながるのですが、イノ

ベーションは経済が発展すれば自ずと起こる

のではなくその前提には人間の自由な発想を

尊重する言論の自由が不可欠なのです。中国

なども急速に経済が発展しているのに言論の

自由が保障されていないため世界を引っ張る

ようなイノベーションが起こりません。 
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戦後の自由な社会のなかで革新的な製品を

生み出してきた日本でも最近、その動きが鈍

くなっているような気がします。やはり自由

な言論を抑える傾向が出てきているからでは

ないでしょうか。たとえば私は日常的に多く

のマスコミの記者と接しているのですが、先

日、記者たちに「ここ数年、記事の内容をセ

ーブして書いていませんか？」と訊いたら、

誰も否定しませんでした。マスコミ自身に言

論の自由がないようでは日本の社会全体でも

自由な発想が失われていきます。それは結局、

人々から独創的な発想を失わせ、ビジネスで

のイノベーションも阻害してしまうのです。 

 したがって日本の将来を考えれば、やはり

自由な発想の保障が最も重要と考えます。そ

の点で気になるのが、先日、地元のお母さん

方から聞いた話です。今の中学校では進学に

あたってはテストの成績よりも内申書が重視

されているため、生徒も親も内申書によく書

いてもらおうと先生におもねるようになって

いる面があるそうです。となると生徒から自

由な発想が失われてしまいかねません。 

  

●学歴よりも何をやりたいのかが大事 

 ともあれ、内申書重視だろうとテスト重視

だろうと、学歴が重視されるのは、良い高校、

良い大学に進学できないと良い会社に入れな

いと思われているからです。しかしこの点で

も時代は変わってきました。私の知人の息子

さんは中卒ですが、中卒後にプロのＰＣゲー

マーになって世界各地でゲームの試合を行い、

その間に英語と中国語が話せるようになった

お陰で、ゲーマーを辞めた後、ゲームの専門

性を活かして２０代の初めに売上高数千億円

の世界的なゲームメーカーに就職しました。

入社試験は携帯電話による英語での面接で、

面接の相手は韓国、上海、オーストラリア、

アメリカなどそのゲームメーカーの各支社の

責任者でした（合計５回、各１時間の電話面

接）。このとき、息子さんが「高校には行って

いません」とも言ったところ、面接の相手か

らは「そんなことは関係ない」という答えが

返ってきたといいます。このゲームメーカー

は高学歴でもなかなか入社できないそうです

が、逆にいえば、学歴以外の特徴が評価され

れば入社できるということなのです。 

 以上の例は、学歴以上に何ができるのかが

就職で重要ということを示唆しています。こ

のゲームメーカーだけでなく、グーグルやア

ップルなどのＩＴ関連企業はすでに学歴より

も自社に貢献できる技能の有無を重視するよ

うになってきています。この傾向はＩＴ関連

以外の分野にも広がっていくでしょう。 

  

●現場力を維持しマネジメント層を変える 

 一方、日本の大企業はこれまで出身大学を

重視して社員を採用し、入社後はそのまま持

ち上がりで経営幹部に登用していくという人

事システムを取ってきました。安定成長期で

は年功序列システムは効率的でしたが、テク

ノロジーの進歩が急激で競争のルールが日々

変化する今日は逆に停滞を招く恐れがありま

す。もはや持ち上がりの生え抜き経営者で対

応できなったことはシャープや東芝の現状に

もよく表れているといえるでしょう。 

 日本のメーカーでは工場の現場は優秀だと

世界的にも高く評価されていますが、マネジ

メント層は世界から遅れを取っていると指摘

されています。とすれば現場力を維持しなが

らも自由な発想ができるマネジメント層の養

成が２０２０年代の日本企業の発展にとって

重要です。政治もそれをうまく実現できるよ

うに社会制度を変革する努力していかなけれ

ばなりません。 


